
環境技術の将来展望 

“自然のための化学をめざして(Chemistry for Nature)” 
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付 表 
１． 環境技術の課題 
２． 環境技術の事例調査 
 ①自動車触媒技術 
②アンモニア脱硝技術 
③脱硫技術 
④ポリプロピレン製造技術 
⑤化学薬品管理技術 
⑥ダイオキシン等簡易測定 
⑦水性リサイクル塗装システム 
⑧亜酸化窒素の熱分解技術 
⑨光触媒  

 


